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私
わたし
が新種として発表したワラジムシの一部
（富山市科学博物館の研究報
ほう
告
こく
などに使用した図を集めたもの）。
2 とやまと自然No.167　2019
　私
わたし
はワラジムシの仲間（等
とう
脚
きゃく
目
もく
）の分類学の
研究を始めてから 45 年たち、たくさんの新種
も発表してきました。本
ほん
稿
こう
では、私
わたし
がこの仲間
を研究テーマにしたきっかけや大変だったこ
と、失
しっ
敗
ぱい
したこと、ワラジムシから見た富山県
の自然を紹
しょう
介
かい
します。
１．ワラジムシ（等
とう
脚
きゃく
目
もく
）の研究を始めるまで
　4 歳
さい
頃
ごろ
のある日、私
わたし
は初めてオカダンゴムシ
を見ました。外来種であるこの生き物は、65
年前の富山ではめずらしいものでした。もちろ
ん、当時はオカダンゴムシがエビなどの仲間で
あるとは知らず、「クモでも、ムカデでも、昆
こん
虫
ちゅう
でもない不気味な虫だ」と思いました。これ
が私
わたし
の「等
とう
脚
きゃく
目
もく
」との最初の出会いです。
　小学生になって魚貝の図
ず
鑑
かん
を買ってもらい、
魚や貝、カイメンやコケムシ、ヤムシ、ホヤな
どの見
み
慣
な
れない海の動物に興
きょう
味
み
を持ちました
が、富山湾
わん
は潮
しお
がほとんど引かないので、それ
らを実
じっ
際
さい
に見ることはできませんでした。小学
2 年生の時、東
とう
京
きょう
湾
わん
に潮
しお
干
ひ
狩
が
りに行く機会があ
りました。私
わたし
は貝拾いをしないで、初めて見る
ゴカイやヤドカリなどの動物に夢
む
中
ちゅう
になりまし
た。その後、小学 5 年生の頃
ごろ
までは毎日のよう
に魚や虫捕
と
りに没
ぼっ
頭
とう
していました。今振
ふ
り返
かえ
る
と、小学生の時に生き物にどっぷり触
ふ
れたこと
が、一生、生物の研究を続けることへの大きな
原動力になったと思います。
　中学から高校生の頃
ころ
は歴史や地理に興
きょう
味
み
が移
うつ
りましたが、高校 3 年生の冬、ある生物の授
じゅ
業
ぎょう
で生物のもつ多様で不思議な魅
み
力
りょく
、特に細
さい
胞
ぼう
や遺
い
伝
でん
子
し
にかかわる生命現
げん
象
しょう
の不思議さに興
きょう
味
み
が湧
わ
き、卒業を前に志
し
望
ぼう
を理
り
系
けい
に変え、生物研
究の道に進むことにしました。
　大学に入学したばかりの頃
ころ
は、多くの友達同
様、当時脚
きゃっ
光
こう
を浴びていた遺
い
伝
でん
学
がく
の講
こう
座
ざ
に進も
うと考えていましたが、色々な授
じゅ
業
ぎょう
を聞いてい
るうちに生物の生活や環
かん
境
きょう
との関係を研究する
生
せい
態
たい
学
がく
に興
きょう
味
み
を持ちました。大学での多くの実
習の中で最も印象に残っているのは臨
りん
海
かい
実習で
した。主に磯
いそ
の動植物やプランクトンの解
かい
剖
ぼう
を
しましたが、一週間、自分で決めたテーマを調
べる時間もあり、私
わたし
は塔
とう
島
しま
の潮
しお
だまりを調
ちょう
査
さ
す
ることにしました。徹
てつ
夜
や
で調
ちょう
査
さ
を行った結果、
潮
しお
だまりは明け方に酸
さん
素
そ
がほとんどなくなるこ
とがわかったほか、浅い潮
しお
だまりではカンカン
照りになるとかなり水温が上がることや、雨が
降
ふ
ると塩分濃
のう
度
ど
がゼロになることなどがわか
り、一見、生物の楽園のようにみえる環
かん
境
きょう
が実
は厳
きび
しい場所であり、そこにすむ生物はたくみ
に適
てき
応
おう
したものばかりであることに感動しまし
た（図 1）。
　大学院では臨
りん
海
かい
実験所に滞
たい
在
ざい
して海洋生物学
を専
せん
攻
こう
しました。砂
すな
浜
はま
の砂
すな
つぶのすきまの水に
すむ小型の甲
こう
殻
かく
類
るい
やウズムシの生
せい
態
たい
を研究しよ
うと思いましたが、日本を含
ふく
めた東アジアでは
これらの仲間が研究されたことがなく、種名は
もちろん、どの仲間かもわからないことが多く
ありました。名前がない生物の研究はむなしい
と思ったので、まずはこの生き物に名前をつけ
ようと思い、研究テーマを分類学（多様な生き
物を多くの特徴で分類・整理する学問）に変え
ました。研究対象はウズムシに絞
しぼ
りましたが、
分類が難
むずか
しいグループで、日本には指
し
導
どう
してく
ださる先生がおられないので、ドイツに留
りゅう
学
がく
し
なくてはならないということが分かりました。
45 年間ワラジムシを研究して
布
ぬの
村
むら
　　昇
のぼる
図1　和歌山県白
しら
浜
はま
の塔
とう
島
しま
岩
がん
礁
しょう
。ここで潮
しお
だまりの研究を
しました（左）。研究を始めたころの筆者（右）。
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　一方、ウズムシと一
いっ
緒
しょ
にみつかる等
とう
脚
きゃく
目
もく
で、
細長い姿
すがた
をしたウミナナフシにも興
きょう
味
み
を持ち、
第二テーマにしました。外国の論
ろん
文
ぶん
と見
み
比
くら
べる
と、日本にも多くの種類がいることがわかりま
したが、国内では研究が進んでおらず、全て『新
日本動物図
ず
鑑
かん
』などの詳
しょう
細
さい
な図
ず
鑑
かん
に載
の
っている
1 種類だけであるとみなされていました。はじ
めて書いた論
ろん
文
ぶん
は、砂
すな
の中にすむウミナナフシ
に似
に
た「ミクロケルベルス」（図 2）という体
長 1mm の等
とう
脚
きゃく
目
もく
が新種であることが分かり、
発表したものです。
　1973 年になり、4 月から博士課
か
程
てい
に進学が
決まっていましたが、大
おお
阪
さか
の自然史博物館で学
芸員の急
きゅう
募
ぼ
があり、先生に勧
すす
められ、急きょこ
図2　最初に書いた論
ろん
文
ぶん
で新種として発表したミクロケル
ベルス（京都大学瀬
せ
戸
と
臨
りん
海
かい
実験所出
しゅっ
版
ぱん
物
ぶつ
より）
ワラジムシの仲間（等
とう
脚
きゃく
目
もく
）ってどんな生き物？
　ワラジムシのほか、ダンゴムシや魚に寄
き
生
せい
するウオ
ノエなどのことです。「節足動物」という仲間に入り、
体の外側は硬
かた
い殻
から
で覆
おお
われ、いくつもの節からなる足
を持っています。節足動物には昆
こん
虫
ちゅう
、クモ、ムカデ、
エビやカニなどがあります（表１）。ワラジムシの体は
頭、胸
むね
、腹
はら
、尾
お
の 4 つの部位にわけられます。また、
触
しょっ
角
かく
は、一見すると 2 本のように見えますが、ルーペ
でよく見ると小さな第 1触
しょっ
角
かく
があり、全部で 4 本です。
この特
とく
徴
ちょう
から、エビ・カニの仲間（甲
こう
殻
かく
類
るい
）であるこ
とがわかります（図 3）。
　ワラジムシの足は 14 本（7 対
つい
）で、たがいによく似
に
た形をしています。この特
とく
徴
ちょう
から「等
とう
脚
きゃく
目
もく
」とも
呼
よ
ばれています。世界中で約 10,000 種類が見つかっており、主なすみかは様々な海底、陸
りく
上
じょう
の落ち葉
や土の中などで、中には水深 10,000 m の深海や地下水脈、魚や甲
こう
殻
かく
類
るい
に寄
き
生
せい
する種類もいます。
　　図3　ワラジムシ（上）とエビ（下）の体の模
も
式
しき
図
ず
性質
仲間
体の構造 触角 胸部の足※ 腹部の足 卵の出る位置 呼吸器 主なすみか
ワラジムシ
（甲殻類） 頭＋胸＋腹（＋尾部） 4 14 10 胸部 偽気管等
海、淡水、陸上、
魚の体など
エビ・カニ
（甲殻類）
頭＋胸＋腹（＋尾部） 4 10 10 ※※ 胸部 エラ 海、淡水
昆虫類 頭＋胸＋腹 2 6 0 後方 気管 陸上、淡水
ムカデ類 頭＋胴（＋尾部） 2 多数 後方 気管 陸上
クモ類 頭胸部＋腹※※※ 0※※※※ 8 0 後方 書肺 陸上
表１　節足動物の主な仲間の比
ひ
較
かく
※　　    歩くためのもののほか、オール状
じょう
、ハサミ状
じょう
　のものもある。
※※　    泳ぐのに適
てき
した板
いた
状
じょう
が多い。　陸上の種類では空気呼
こ
吸
きゅう
器
き
をする器官が見られることがある。
※※※    クモ類には尾がないがサソリなどの広い意味のクモガタ類には尾をもつものがある。
※※※※ 触
しょっ
角
かく
に似
に
た２本の触
しょく
肢
し
を持つ。
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ちらの道を歩むことにしました。学芸員の仕事
の内
ない
容
よう
も知らないままでの就
しゅう
職
しょく
でした。就
しゅう
職
しょく
当初は、開館に向け、毎日、標本の引
ひ
っ越
こ
しや
荷
に
造
づく
りに追われ､ それが終わると、常
じょう
設
せつ
展
てん
示
じ
の
準
じゅん
備
び
が待っていました。
　博物館は海から離
はな
れているので、研究テーマ
は、生きたまま研究する必要があるウズムシの
研究はあきらめ、第二テーマだった等
とう
脚
きゃく
目
もく
の分
類に絞
しぼ
ることにしました。博物館は地元の自然
を調
ちょう
査
さ
することが大切なので、大
おお
阪
さか
の海岸生物
を調べるため、海の生物に詳
くわ
しい大学生や大学
院生とともに大
おお
阪
さか
湾
わん
海岸生物研究会を作り、大
おお
阪
さか
湾
わん
の調
ちょう
査
さ
を実
じっ
施
し
しながら等
とう
脚
きゃく
目
もく
の標本も少し
ずつ集めていきました。
2. 等
とう
脚
きゃく
目
もく
の分類研究に取り組んで
　この頃
ころ
、日本でも本
ほん
格
かく
的
てき
に土
ど
壌
じょう
動物の研究が
始まりましたが、ある先生から「図
ず
鑑
かん
に載
の
って
いないワラジムシがいるようだ。国内の種類数
は少なそうだから、しばらく陸産種の分類をし
ないか」と誘
さそ
われました。それまで海の生物だ
けを研究してきたので、土
ど
壌
じょう
動物の採
さい
集
しゅう
方法も
知りませんでしたが、博物館の活動につながる
と思い、陸産種も研究を始めることにしました。
ところが、これがあとで大変な道であることに
気づくことになりました。　
　甲
こう
殻
かく
類
るい
の分類では、外形だけでなく付
ふ
属
ぞく
肢
し
（足）や口を作っているパーツなどを解
かい
剖
ぼう
し、
その形をスケッチして、以前の研究者がどこま
で調べているか文
ぶん
献
けん
と照らし合わせます（図
4）。当時、日本ではこの仲間のことはほとんど
研究されておらず、文
ぶん
献
けん
の有
う
無
む
や所
しょ
在
ざい
もわかり
ませんでした。今のようにインターネットもな
い時代でしたので、文
ぶん
献
けん
を探
さが
すため、鉄道に乗
り、各地の大学の図書館に出かけたこともあり
ます。ようやく入手した文
ぶん
献
けん
も、ラテン語、イ
タリア語、フランス語、ロシア語、ドイツ語で
書かれていることが多く、読むのに苦労しまし
た。当時日本の種についてまとまっていた論
ろん
文
ぶん
はイタリア語で書かれており、イタリア語の文
法も知らないままに辞書を引いたので、一日に　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 ～ 4 行しか進まないこともありました。しか
も、手
て
掛
が
かりとなる図がほとんどなく、こんな
調子で本当に研究ができるのか不安でした。
　生物は同じ種類でも地
ち
域
いき
によって少しずつ形
や生
せい
態
たい
に違
ちが
いがあることが多く、比
ひ
較
かく
をするた
め、多くの標本を調べることが必要です。ま
た、新種かもしれない場合、似
に
ている種の記
き
載
さい
論
ろん
文
ぶん
（新種発表論
ろん
文
ぶん
）や再
さい
記
き
載
さい
論
ろん
文
ぶん
（ある種類
の形を詳
しょう
細
さい
に見直して解
かい
説
せつ
した論
ろん
文
ぶん
）を調べま
す。さらに詳
くわ
しく調べる必要がある時は、新種
発表時に証
しょう
拠
こ
標本として決めた標本（タイプ標
本）を見なければなりませんが、保
ほ
管
かん
場所がわ
からないことも多く、また、海外の博物館から
は日本の駆
か
け出
だ
しの研究者にはなかなか貸
か
して
くれなかったりしました。そこで、比
ひ
較
かく
標本を
収
しゅう
集
しゅう
するため、日本各地に出かけました。がむ
しゃらな私
わたし
の様子が、学習雑
ざっ
誌
し
のマンガとなっ
て登場したこともありました。また、土
ど
壌
じょう
動物
学会に入り、会員に標本の提
てい
供
きょう
をお願いしまし
た。提
てい
供
きょう
してくれた方からは「早く種名を教え
てほしい」と催
さい
促
そく
されましたが、どの既
き
知
ち
種
しゅ
と
も一
いっ
致
ち
しないので、さらに多くの標本と比
ひ
較
かく
が
必要な場合が多く、回答することができなかっ
図4　新種記載の図の例。ニホンヒラタウミセミモドキの
記載の一部。頭部の口（第1触
しょっ
角
かく
、第 2触
しょっ
角
かく
、大顎
あご
、
第 1小顎
あご
、第 2小顎
あご
、顎
がっ
脚
きゃく
など）、雌
し
雄
ゆう
の胸
きょう
部
ぶ
の脚
あし
、
腹
ふく
部
ぶ
の全
ぜん
腹
ふく
肢
し
の内
ない
肢
し
、外
がい
肢
し
、尾
び
肢
し
）などの形をスケッ
チし比
ひ
較
かく
する。（富山市科学博物館研究報
ほう
告
こく
より）
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たことが多くありました。そうした時は、欧
おう
米
べい
の文
ぶん
献
けん
の分類にあてはめ、既
き
知
ち
種
しゅ
でないと考え
られるものを別の種として扱
あつか
いました。同一種
にまとめてしまうと、あとから別種とわかった
ときに混
こん
乱
らん
をまねくので、一歩ずつでも正
せい
確
かく
に
進めるしかないと思い、今までの研究者の基
き
準
じゅん
で種類を分け、必要に応
おう
じて新種として発表し
ました。
　新種には適
てき
切
せつ
な学名を付ける必要があるので、
「国
こく
際
さい
動
どう
物
ぶつ
命
めい
名
めい
規
き
約
やく
」を学び、ある程
てい
度
ど
ラテン語
の文法も知らなければなりません。また、その
種の特
とく
徴
ちょう
を表し、分かりやすく、適
てき
切
せつ
な和
わ
名
めい
を
付けることも大切ですので、古語辞典や古典を
調べることもあります。
　私
わたし
は 1977 年に、富山
市科学博物館の前身の富
山市科学文化センターに
移
うつ
りました。当初は博物
館づくりが大変で研究す
る時間はありませんでし
たが、博物館運
うん
営
えい
がある
程
てい
度
ど
軌
き
道
どう
に乗ってからは
研究をすすめることがで
き、北海道から沖
おき
縄
なわ
まで
日本各地に出かけ、1996
年には中国雲
うん
南
なん
省
しょう
でも調
ちょう
査
さ
をしました。現
げん
地
ち
調
ちょう
査
さ
をしたことで、それぞれ
の種類がすんでいる環
かん
境
きょう
を自分の肌
はだ
で感じ、その
生物の生
せい
態
たい
を知ることも
でき、研究する生き物へ
の理
り
解
かい
が深まりました。
　結局、種類数が少ない
と言われた日本国内の陸
産ワラジムシでしたが、
私
わたし
は、100 種以上を新種
として発表しました。こ
のほか、海産種約 90 種と
陸水種を合わせると、合
計約 210 種の新種を発
表しました。この間、最も多くの時間をかけた
のは、地元の富山県の調
ちょう
査
さ
です。40 年のうち
に富山県からは寄
き
生
せい
種
しゅ
も含
ふく
めて 33 の海産種（5
種が新種）、4 の淡
たん
水
すい
種
しゅ
（1 種が新種）、20 の
陸産種（6 種が新種）を確
かく
認
にん
しました（図 5）。
その顔ぶれが富山県の自然の特
とく
徴
ちょう
と関係づいて
いると感じました。以下に、海、陸水、陸上に
わけてそれらを紹
しょう
介
かい
します。
₃．富山湾
わん
の等
とう
脚
きゃく
目
もく
　海岸は海水に没
ぼっ
したり、干
ひ
上
あ
がったりする場
所です。その干
ひ
上
あ
がる割
わり
合
あい
や微
び
小
しょう
な地形で様々
な環
かん
境
きょう
ができ、それぞれに様々な生物がすんで
図5　私
わたし
が今まで新種として発表した等
とう
脚
きゃく
目
もく
の主な種類。前
ぜん
段
だん
が海産、後
こう
段
だん
が陸産、富山市科学博
物館研究報
ほう
告
こく
などに使用したものなど。
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います。しかし、富山湾
わん
を含
ふく
む日本海は干
かん
潮
ちょう
と
満
まん
潮
ちょう
の差がほとんどありません。また、海岸に
は岩などの硬
かた
い海底と砂
すな
や泥
どろ
などの柔
やわ
らかい海
底があり、硬
かた
い海底と柔
やわ
らかい海底とでは生き
物の顔ぶれと生き方が大きく異
こと
なります。富山
県の海岸線はまっすぐで入り組みがなく、泥
どろ
の
海岸は全くありません。岩の海岸も雨
あま
晴
はらし
付近、
虻
あぶ
が島、唐
から
島
しま
などわずかで、他は砂
すな
浜
はま
や砂
じゃ
利
り
浜
はま
、石の浜
はま
、あるいはコンクリート護
ご
岸
がん
です。
なお、海岸浸
しん
食
しょく
を防
ふせ
ぐための突
とっ
堤
てい
や波けしブロ
ックが多く、そこには岩の海岸と似
に
たものが見
られることがあります。
　砂
すな
浜
はま
海岸の波
なみ
打
う
ち際
ぎわ
には多くのヒメスナホリ
ムシが潜
もぐ
っていることがありますが、一見同じ
に見える砂
すな
浜
はま
でも全くスナホリムシが見られ
ず、アミ類やナミノリソコエビが多かったりす
ることがあります。これは砂
すな
の粗
あら
さや波の強さ
に関わりがあると思われます。岩
がん
礁
しよう
の石の裏
うら
に
はニホンコツブムシ、イソコツブムシ、ヤマト
ウミナナフシなどが見られることがあります
が、石の裏
うら
の形によってたくさんいたり、全く
いなかったりします。波けしブロックのムラサ
キイガイの塊
かたまり
にはニセスナホリムシが、海
かい
藻
そう
の
塊
かたまり
にはヘラムシの仲間が見られます。また、海
かい
藻
そう
の根元（仮
か
根
こん
）には様々な生き物が潜
ひそ
んでい
て、等
とう
脚
きゃく
類
るい
でもコツブムシの仲間やウミナナフ
シの仲間がしばしば見られます（図 6）。
　富山湾に限
かぎ
らず、日本海は太平洋に比
くら
べて海
底部の小さな生き物の調
ちょう
査
さ
が遅
おく
れていますが、
その分新しい発見もあります。富山湾
わん
の海岸で
は雨
あま
晴
はらし
からモノノフヘラムシとニッポンワラジ
ヘラムシ、氷
ひ
見
み
からスミイロウミナナフシ、能
の
登
と
島
じま
からアリソウミミズムシ、能
の
登
と
沖
おき
からはオ
オメヘラムシを新種として発表しました。既
き
知
ち
種
しゅ
を含
ふく
め、全て暖
だん
流
りゅう
系
けい
と考えられ、寒流系
けい
の種
は見つかりませんでした。日本海の日本側は寒
流がなく、対
つ
馬
しま
暖
だん
流
りゅう
だけが流れているためと考
えられます。
₄．富山県の川や湖
こ
沼
しよう
の等
とう
脚
きゃく
目
もく
　富山県は海岸から高山までの距離が短く、特
に県東部の川は急流で、春の雪解けの時などは
水量が多くなります。また、農業用水も底や側
面がコンクリートで固められた場所も多く、流
速が大きくなっています。このような環
かん
境
きょう
では
一
いっ
般
ぱん
に動物の種類は少ないのですが、あちこち
に生えた水草にミズムシ（図 7 左）がたくさん
います。長い足で水草にしがみついたり潜
もぐ
った
りして流されないようにしていると考えられま
す。むしろ、ゆったりした流れの小川には少な
いようですが、小川には敵
てき
やライバルとなる生
物が多いためでしょう。
図6　富山湾の海岸で見られる主な等
とう
脚
きゃく
目
もく
ヒメスナホリムシ（砂浜）
ニッポンワラジヘラムシ
（海藻、雨
あま
晴
はらし
で発見）
ニセスナホリムシ
（ムラサキイガイの塊から）
ウミミズムシ（磯）
ヤマトウミナナフシ（岩）
モノノフヘラムシ
（海藻、雨
あま
晴
はらし
で発見）
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　また、富山県のいくつかの川にはもともと海
にすんでいるイソコツブムシの仲間が見られま
す。高
たか
岡
おか
市
し
雨
あま
晴
はらし
の小川で見つかり、新種となっ
たホクリクコツブムシ（図 7 右）、日本海沿
えん
岸
がん
の河
か
川
せん
から広く知られているチョウセンコツブ
ムシが見つかります。これらは日本海側の川で
多く、太平洋側ではほとんど見られません。本
来は海にすむ生き物の仲間が淡
たん
水
すい
（川）にいる
理由は、氷期に日本海表面の海水の塩分濃
のう
度
ど
が
ほとんどなくなった時に淡
たん
水
すい
に適
てき
応
おう
した種類
が、氷期が終わり日本海表面の海水の塩分が元
に戻
もど
った時に、淡
たん
水
すい
（川）に逃
に
げ込
こ
んだのでは
ないかと考えられます。海産種の色は様々です
が、川にすむ種類はみな褐
かっ
色
しょく
です。岩や石の海
底では色とりどりの海
かい
藻
そう
におおわれていること
が多いのに比
ひ
して、川底は砂
すな
や泥
どろ
などの褐
かっ
色
しょく
系
けい
の色
しき
彩
さい
が多いためでしょう。
₅．富山県の陸の等
とう
脚
きゃく
目
もく
　富山県には海岸から立山まで約 3,000m の標
高差があり、いろいろなタイプの陸上の自然が
見られます。
　まず、市街地や水田地帯にはオカダンゴムシ
とワラジムシがたくさんいます（図 9 右上と中
上）。これらはヨーロッパ原産と考えられる外
来種で、乾
かん
燥
そう
することのある環
かん
境
きょう
に多いもので
す。ワラジムシは北日本に多く、オカダンゴム
シは全国の都市に多くいます。まれにホソワラ
ジムシも見られますが、これは南日本に多く、
富山県が北
ほく
限
げん
です。ひとたび森に入ると種類が
一変し、在
ざい
来
らい
種
しゅ
が多くなります。やや小型の仲
間のハヤシワラジムシ科とコシビロダンゴムシ
科の種類が多く見られます。それぞれ外来のワ
ラジムシ科やオカダンゴムシ科とそっくりです
が、より小型で、空気呼
こ
吸
きゅう
のための偽
ぎ
気
き
管
かん
の発
達の様子が違
ちが
います。もっと自然の保
たも
たれた森
では、いつも一定以上湿
しめ
っている環
かん
境
きょう
に多いニ
ホンヒメフナムシが多く見られます。なお、市
街地でも神社やお寺、公園でも植え込
こ
みが鬱
うっ
蒼
そう
とした所には在
ざい
来
らい
種
しゅ
が見られます。一方で標高
が高い場所には極めて少なく、富山県では標高
1,600m 以上の場所からは等
とう
脚
きゃく
目
もく
はまったく見
つかっていません。これ以上の標高には等脚目
がすむのに適
てき
した森林が無いためでしょう。
　また、海岸には空気呼
こ
吸
きゅう
をするための器官が
発達していないので乾
かん
燥
そう
に弱く、塩分も必要な
フナムシ（図 8 左上）、ハマダンゴムシ（図 8
左下）、ウミベワラジムシの仲間、ハマワラジ
ムシの仲間、ニホンタマワラジムシ（図 8 右
下）などがすんでいます。これらの種類は自然
海岸に多いのですが、富山県は人工海岸が多い
ためか、あまり多くありません。富山県で見つ
かった新種には呉
くれ
羽
は
山
やま
からクレハハヤシワラジ
ムシ、立山町からニイカワサトワラジムシがあ
ります。朝日町の海岸の小砂
じゃ
利
り
の中からはトヤ
マウミベワラジムシ（図 8 中下）が見つかり
ましたが、ここはあまり乾
かわ
いても水
みず
浸
びた
しにもな
らない特
とく
殊
しゅ
な環
かん
境
きょう
でした。さらに特筆すべきこ
とは南
なん
砺
と
市
し
のモグラの巣からトヤマハヤシワラ
ジムシ（図 9 右下）とモグラアナワラジムシ、
魚
うお
津
づ
市
し
のモグラの巣からヨコハタモグラワラジ
ムシという 3 種の真っ白な種類が見つかったこ
とです。いずれも富山大学の横
よこ
畑
はた
泰
やす
志
し
さんがモ
グラの巣
す
穴
あな
の中の巣の材料から採
さい
取
しゅ
したもので
す。他の県のモグラの穴
あな
の生物を調べている人
に同
どう
居
きょ
する虫をみせてもらいましたが、等
とう
脚
きゃく
目
もく
はまったくありませでした。真っ白な 3 種のワ
ラジムシは、巣の材料という今まで調べられた
とのない限
かぎ
られた環
かん
境
きょう
だけにいることが分かり
ました。富山県の等
とう
脚
きゃく
目
もく
のそれぞれの生息状
じょう
況
きょう
が富山県の位置、地形、気候、人間の営
いとな
みと深
い関係を持っていることと思います。
₆．最後に
　等
とう
脚
きゃく
目
もく
は未発見の種類が多いと思いますが、
図7　富山の淡
たん
水
すい
の主な等
とう
脚
きゃく
目
もく
ミズムシ ホクリクコツブムシ
（高
たか
岡
おか
市
し
で発見）
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未調
ちょう
査
さ
のままその生息環
かん
境
きょう
が破
は
壊
かい
されることも
あります。今後も調
ちょう
査
さ
が必要です。私
わたし
は今後、
未調
ちょう
査
さ
の標本の整理と同定をして、それらが済
す
んだ標本は今後の研究に役立てるよう富山市科
学博物館などの博物館に標本を保
ほ
管
かん
します。ま
た、今までの知
ち
識
しき
を普
ふ
及
きゅう
するため、分類同定の
ための資
し
料
りょう
を作成することも必要と思い、陸産
種ついては絵とき検
けん
索
さく
の図
ず
鑑
かん
『日本産土
ど
壌
じょう
動物』
執
しっ
筆
ぴつ
に参加し、海産種については京都大学の下
村先生と共に「海洋と生物」誌
し
に「日本産等
とう
脚
きゃく
目
もく
甲
こう
殻
かく
類
るい
の分類」という連
れん
載
さい
記事を書いていま
す。さらに、地元の等
とう
脚
きゃく
目
もく
を中心に陸、淡
たん
水
すい
、
海岸の生物相を解
かい
明
めい
し、わずかでも学問の発
はっ
展
てん
と自然保
ほ
護
ご
に貢
こう
献
けん
できれば幸いと思っています。
　分類の研究ではたくさんの標本を地道に調べ
ることが大切ですが、これからはますます厳
げん
密
みつ
な科学として、生息環
かん
境
きょう
との関係から分子レベ
ルまで幅
はば
広
ひろ
い手法で研究が進められ、生物学の
要となると思います。皆
みな
さんの中に、生物の分
類研究を志
こころざ
す方が出ていただければ嬉
うれ
しく思い
ます。
フナムシ
コガタハヤシワラジムシ
ハマダンゴムシ
ニホンヒメフナムシ
ニホンハマワラジムシ
ワラジムシ（外来種）
トヤマウミベワラジムシ
（朝日町で発見）
シッコクコシビロダンゴムシ
ノトチョウチンワラジムシ
オカダンゴムシ（外来種）
ニホンタマワラジムシ
トヤマハヤシワラジムシ
（南
なん
砺
と
市
し
で発見）
図8　富山湾
わん
の海岸陸上部で見られる主な等
とう
脚
きゃく
目
もく
図 9　富山の陸上で見られる主な等
とう
脚
きゃく
目
もく
